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概要– 本研究では，HPVの型やワクチンの種類を考慮した政策効果への言及を新規性とし，先行研究のモデル
を用いて HPV感染状況の再現を行うシミュレーションモデルを構築した．本研究では，ワクチンの接種率によっ
て HPV感染者数の増減を確認し，ワクチンの有用性を示すことを目的とする．ワクチンの接種率が上がると対応
する HPVが減少すること，減少速度が早まるから，ワクチンの有用性が確認することができた．また，男性もワ
クチン接種を行うことでより高い効果があることが示唆された．
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1 はじめに
日本では，子宮頸がんは年間約１万人が罹患し，約

2,800人が死亡しており，患者数・死亡者数とも近年漸
増傾向にある．特に，他の年齢層に比較して 50歳未満
の若い世代での罹患の増加が問題である 1)．子宮頸が
んの 95％以上はヒトパピローマウイルス（HPV）と
いうウイルスの感染が原因であり，子宮頸部に感染す
る．このことから，子宮頸がんの原因の大半を占める
HPVに感染しないよう，HPVワクチンの接種をはじ
めとする政府主導の対策が必要であることが考えらて
いる．
本研究では，HPVの型やワクチンの種類を考慮した
政策効果への言及を新規性とし，HPV感染状況の再現
を行うシミュレーションモデルを構築する．また，モ
デルを用いて HPVワクチン接種等の政策効果を分析
して可視化を行い，ワクチンの接種率によってHPV感
染者数の増減を確認し，ワクチンの有用性を示すこと
を目的とする．

2 研究手法
本研究では，本研究の先行研究である塚本らのモデ
ル 2) を用いて，HPV感染状況の再現を行うエージェ
ントベースシミュレーションモデルを構築する．本研
究で用いるモデルを Fig． 1に示す．本研究では，塚
本らのモデルをHPVの型・ワクチンの型を考慮するよ
うに改良を行った．また，病態遷移や交際等の確率を
変更した．

Fig.1: モデルの概要

モデルでは，エージェントは誕生から死亡までの間
に，交際・結婚・出産等の交際行動や，性的接触による
HPVの感染，HPV感染後の病態遷移を再現している．

3 シミュレーションと結果
シミュレーションでは，10,000エージェントを作成

し，交際状況や年齢等の統計情報と合うように属性情
報を付与した．エージェントの行動及び交際行動に関
しては，アンケート情報を参考におおよその確率を算
出した．また，合計特殊出生率は，エージェントの数
が維持されるように 2.1に設定した．
本稿では，HPVワクチン接種無し，男性 30％女性

50％が接種，男女共に 80％が接種の３つのシナリオ
を検証した．シミュレーションの結果として，ワクチ
ンが対応する型の合計感染者数推移を Fig. 2に示す．

Fig.2: シミュレーション結果

4 まとめ
ワクチンの接種率が上がると対応する HPVが減少
すること，減少速度が早まるから，ワクチンの有用性
が確認することができた．また，女性のみのワクチン
接種結果よりも男女ともにワクチンを接種した結果の
方が感染防止効果が高かったことから，男性もワクチ
ン接種を行うことでより高い効果が出る可能性がある
ことが示唆された．
今後の課題として，学校等での教育施策や親子関係
の反映が挙げられ，それらを考慮したモデル構築によっ
てより多くの施策を検証することが期待される．
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